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思い出を胸に　 未来へ進め　 下北手地区リンピック２０２４ 
 

 

９月８日(日)、最高の天気の下、下北手小のグラウンドに地域や保護者の方々、小学生が一堂

に会し、地区民体育祭が盛大に行われました。 

グラウンド上では、精一杯競技する姿やそれを応援する声、熟練の技を披露し讃える姿など、

微笑ましい光景を至る所で見ることができました。 

閉校を迎える２２名での最後の運動会、地区民体育祭に向けて、子どもたちは夏休み明けか

ら、応援、競技練習と全力で取り組んできました。最後まで力の限り走った徒競走や全校リレ

ーでは、練習の成果を十分に発揮することができました。 

そして、小学校としての地区民体育祭に参加は最後となるため、下北手地区スポーツ協会に

ご協力いただき、地域種目「縄ないリレー」「給水リレー」に小学生も参加しました。特に、繩

ないリレーは、地域の方々に見守れらながら、みんなで力を合わせ縄を上手になうことができ

ました。繩ないの手さばきが少しうまくなり、長くなうことができたことに満足した一人一人

の表情がとても印象的でした。子どもたちにとって地域種目に参加したことは、地域と交流が

深まり、地域の方々の温かさや優しさ、下北手地区のよさを実感することにつながり、大きな

財産となったことと思います。 

プログラム最後は、小学生、卒業生の中高生、保護者、地域の皆様の全員による「みんなで

ダンス（よっちょれ）」を踊りました。フィールドいっぱいの大人数での「よっちょれ」は迫力

があり、小学生に負けない地域の皆様の掛け声、踊りにとても胸が熱くなりました。最後の締

めのポーズが決まり、下北手地区の全員の心が一つなった思い出に残る最高の地区民体育祭と

なりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

応援合戦～フレーフレー白組！～
選手宣誓 応援合戦～赤組　円陣オー！～

徒競走～３年生～ 中学生も頑張った障害物走準備運動～ラジオ体操～



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

やなぎっ子の活躍 ！！　  

○第７１回秋田市児童生徒作品展覧会 
 
　優秀賞　６年　S・Sさん（社会科部門） 
　入　選　３年　K・Hさん（図工　立体部門）３年　S・Y（図工　立体部門）　 
　　　　　６年　H・Tさん（家庭科部門）　　６年　K・Rさん（図工　絵画部門） 
○第２４回三校交流野球大会　準優勝　東部ＳＴ野球スポーツ少年団 

赤組　アンカー

町内対抗縄ないリレー熟練の技

給水リレー　こぼさないように
全校リレー　バトンパス

綱引きは白組２連勝！   さあ、みんなで、盛り上がろう！ みんなの心がひとつに！

大玉転がし　職員チーム参戦 縄ないリレー　絶好調！

まもなく閉会式 結果発表！ 白組優勝おめでとう！



　　繩ない教室   ～ふるさと先生からご指導～  ９月６日（金） 

 

   今年度閉校を控え、下北手地区スポーツ協会に地域の皆様との交流を深めるために地区民体

育祭で、小学生の地域種目参加の依頼をいたしました。そして、下北手地区スポーツ協会より

「縄ない」種目の参加の快諾をいただきました。そこで、地域の方々の力をお借りし、４名の

ふるさと先生（佐々木紀男様、川村俊春様　進藤久信様　進藤錦悦様）から全校児童に縄ない

についてご指導いただきました。最初は、縄をなう手の動きがぎこちなかったのですが、ふる

さと先生から手の動き等の熟練の技を教えていただき、地区民体育祭地域種目「繩ないリレー」

ができるまでになりました。最後に、色ごとに繩ないリレーを行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       クラブ活動６回目　 

 

   秋田市中央スポーツセンターの高橋淳先生にご協力いた

だき、クラブ活動のご指導をいただきました。準備体操では、

無作為に置いたコーンの周りを走ったり、スキップしたりと

楽しみながら体を整えました。また、チーム対抗戦で並んだ

コーンをもとに戻すゲームやサッカーを行い、大変盛り上が

りました。子どもたちの良いプレーにはグリーンカードが提

示され、体を動かす楽しさと同時に互いの良さを認め合う楽

 しさも実感することができました。

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


